
郷束樹の休醗酵の芽鱗と寒せ・乾燥との対応について  

秦藤新一閉（北海組立林栄城験場）  

冷温帝托生育してL〉急落費広食掛の休眠斉〔冬芽）え観察すうとノ休眠芽（の泉妹  

）麦ちっむ穿鱗には′膚々の形患のものがあることがわかる。そしてノ 乙れうの多凝  

な穿鱗の形態は′地史における東條の衆愚と関係があると考えうれう。   

液肥穿にはノ埠温帯におf）ても′裸出〔帯解）のものと′有線のるのとがある．そ  

して′薯鱗斉の穿鱗の髭辣に～ま′耗葉超凍の壱の（蝕p“i即占Ca／eβ）と′菜身・賓柄超  

凍の竜の（Le埠β血85）とがある。   

矢然廉かうみうと′磯庶務が有麟穿よつも低感度飽かこ隈う敵うわけでは黎く′  

紳斗内の属やノ同属何の摩の分布が渡の場合もみられう。それゆえ′穿鱗の磯絶は防  
寒にあるとはL）し）がたL）。裸出芽及もつ島木はノ生育地左みると′沢治‘）彪のような  

遅滞∵務風塵宰隈うれて，香しノ低木の生育地竜泉友のようぎ週計弱虜撫でぁう㌘  
斉鱗左除かれるとノ錬紀斉の本体は′客動乙ば耐えうが′乾煉はば耐えうれす；防乾  

こそが穿鱒のオユの燦飴とみられる 

Le坤βCa～e∂の腐食にはノ黄身や賓柄が掛れて努終にぜったものであク′爾寮  

時にはその移行啓がみらルう．蝕p払出r∫Caと¢∂の場合≠椅∴外側や斉藤拍凛身え知）  
た発寒だけ（賓身の温此）であク′ 内側のぞれば寮身と敗になった菰蔑である。   

広葉樹の落葉他の起源左′盛衰睾おける免條の変慶のうう′蓼冷気侯の出喫よりる′  

範横風候への応イヒ（適応）とみ笥なうばヂ）それ蓮町稔れたのはノイ申穿かう麻縄穿へ  

のノそして′ノ裸出催眠芽ガ、う有鱗休眠穿への鹿北であった′とL）うことがでモる。  
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